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わが愛するギリシャ僅諺百選

鈴木敦也

-I1E宝 μouTL ElσαL佐σUKl aσE TOVπαTEpασOU.-

家柄のことは措いて.己がなにものであるかを云え

・"AKOUyETα6入α，KlOσα0量入Elヲ πLcrTEUE.・

全部聞いた上で.自分がいいと思うものだけを信じればいい

但諺 (παpOlμLEヲ)とは特定の作家の手になるものではなく、民衆全体の生活経

験から生まれたいろいろな真実が比喰的、風刺的な短文にまとめられ、民衆の伝

統として語り継がれてきたものが主流であろう。古代作家、詩人、哲学者等の

作品から取った金言の類や、聖書や歴史的事実等から引用される名言・名句な

どとは少しく異なって、ときに方言をも交えたディモチキで書かれ‘過ぎ去った

時代のギリシャ庶民の、現実を前にした際の考え方を窺わせる。短い日常の言

葉で、賢い意見や、判断や、勧告などをしばしば比喰的に、皮肉に表現してい

る。幾世紀もの過去の人間の生活や社会について民衆が行った思考と観察から

出た雫の知きものといえるかもしれない。パリミエスとは、語源的には路上で

の出会いを通じて、いろいろな問題について意見を交わし、次第に諺にまとめ

られていったものであろう。そこには大衆の生き生きした感情、心理が述べら

れ、生活の一端が凝縮している。丁度川を流れ流れた石が角が取れ、丸くなっ

たように、民衆の口の端に乗って繰り返され、滑りがよくなったものでないと

面白くないし、何度も聞かされ、自分が体験し、その場面を生きてみたとき、

格別の味わいがあるのであって、各地方の土の匂いや、生活の匂いが惨み出た

ようなもので、あの岩だらけの山村などの民衆の暮らしのイメージが喚起され

易いものを私はよしとする。諺はfonnationpopulaireであると思う。つまりは、

駄菓子、ごった煮、雑炊の世界。私自身昔は「花よりだんご」などの俗な表現

より「士別れて三日なれば、即ち当に剖目して相待つベしJといった類の格調

ある言い方をギリシャ語でも追いかけた時期があったが、今はそれはそれ、こ
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れはこれと，思っている。マラリヤの存在故に性病の蔓延がこの程度で収まって

いるとアフリカで聞いたとき、私が直ぐ思い出したのは、 rOuo主V KaKOV aμly台

間入OU.(どんなに悪いことでも、いいことが全くないということはない)Jという

諺 (Ka8E印而OlOγlaKClAOと類似)で、これは昔アテネで友人から書いてもら

って、長い間私の支えになったものであるが、これには rOUOEV KαAOV aμly台

KaKOU 苦しみ知らずのいいことなんてない。どんないいことにも全く悪がない

ということはないのだ。-OUOEV aya8ov 間同TηTO宮dμlKTOV.)J という逆の言い方

があり、むしろ、こちらの方が使われる頻度が高いようである。それにこちら

のひねった見方の方が面白い。そんな表と裏。雑然たる書き方もこれは諺の世

界故とご寛恕賜り、堅い学問研究からの気分転換としてお読み頂ければ幸いで

ある。

1 . Ka8E apX内KalOUσKOAll.何によらず知らないことを最初に始めるとき、困難は

っきもの。(参照:古代語の・Ap凶行μtσUiTaVTO宮「始めたということは半ば仕

上げたということJ)また、 Kα吋 åpX~ ， KaKO TEAO宝・始めを誤れば悪しき結末とも

いう。しかし、 'HKa同μ匂αd而 TOπpω14>αlVETαl.人にも仕事にも始めに予兆あ

り、好天の日の朝のように。

2.百 avaYKllKavEl TO OElAO aVTpElO.必要とあれば目的達成のため不可能も可能

とし、弱者も勇者となる。しかし、 K品川OÓEl入ó~，iTapàμαKap[Tll宝.死ぬよりは臆

病でいたい。臆病は危険な状況を知る頭のよさでもある.

3.φασOUAl・0ασOUAlYEIl[(El TO aaKKOUλl.財貨は少しずつ少しずつ貯めるもの、

一粒ずついんげん豆が袋に溜るように。(私は昔アテネで下宿の子供たちにサ

クーリ・サクーリ・ゲミージ・ト…とやっては笑わせた。)また、LTαAayμαTla-

aTα入αyμαTla，YEIl[(El内σTaμvα 内τ入αTla.滴-i商、広い壷もいっぱいになる。

LKaAi-aKαλ[， 8' àVEßEl~σ吋V KOpU柏.一歩ずつ、頂上に達する。 更に、 'AyaAlα

ayaAlαy[VETαl内ayoup[oaμEAl.少しずつ時間をかけて青い実も蜜のように甘く

なる。 LTaAa医σTaAaTO VEpO TpuiTaEl TO Al8apl.点滴岩を穿つように、成功はね

ばり強い努力によって得られる。 "OTαV σμ[YElσTαyoνα 戸 σTαyovay[VETαL 

πOTaμl. IToTaμt戸 πOTaμl，y[νETαl8a入ασcα.滴一滴、川になり、川は集まって海

になる。団結は力。町内σUXOTOνεpO TpuiTaEl TO souνo.わずかな水でも山に穴

をあける。

4. '0 iTa8句，μα日付.苦しんだ者は学ぶ。(立ち直る。回復する。)また、 ITa8午αTα

μα断μαTα. 苦しみは教訓。但し、 ITáxo~ ， πá80ヲ.肥満は苦しみ。また、 Tò iTQ8内μα
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TOV Eγtνεμa8T]μα.失敗から学ぶ(経験と知識を得る。)

5. AUT句 OKαT竹中OpO宝仙<j>Ep'Kl av榊OpO.この下り坂もいつかは上り坂となる。

苦しい日々も過ぎ、よい日もやってくる。ただ待つことを学ばねばならぬ。人

生の浮沈定め難し。他にいくつか variationがある。 '0ドEya入0ヲdν榊OpOヲ， EXElKαi 

μEya入oKαT榊OpO.たとえ今疲れようとも、やがて楽になる時がくる。成功する

日がくる。 '0μγd入0宮間T榊OpOS'8a <j>Ep' Kl aν榊OpO.苦しいときもいつかは過

ぎ去ってよい日々がやってくる o 'EXEl内Cω内(向。 KαlpOヲ)γVp[σμαTα.なにごとも

確実と思うな、状況は変わる。時世時節は移ろうもの。 'Hypla (o yEpoヲ)Kl av 

σTOA[(ETαl，σTδv av内φOpOYVWp[(ETUl.若いふりをしても上ぽり坂になれば分か

つてしまう.

6.・oaVTpαヲσ¥νdμ市民 cEp'aザ T'戸σKlaπav'，a入入aaπT'戸σKaiKaT'.女よ、
汝が下半身を夫が知ろうとも、上半身を知られてはならぬ。(汝が心の平安を保

つため、すべての思考を夫に明かそうとはするな、ゆめ。)女に対する警戒心

は frrむp，yv吋 Kai8aAaaσαJ (怖いもの、火事、女、海)の成句を始めいくつか

の諺に盛られている。例えば.KaAAlo似OlOUyAwσσανa aE仲間payVVUlK匂.悪

女の言葉は蛇に噛まれるよりも人を傷つける 'Aπ'託ωKOVKAaKαaTTOμ臼 α

叩 VOVKAa.外面如菩薩内心知夜叉。 rvvaLKαTOUσTpαsOU， yla TTOLOV aTO入[(Eσαl;盲

人の妻よ、誰がために君は化粧するのが(妻が見劣りする亭主を裏切ろうとし

ているときにいう。)

7. 'AC[(El内 παλlOKOTασαpaVTαπOV入αO[TσES'.ふるてのめんどりは若いめんどり

40羽分の値打ちがある。(年培の女は家事の処理という面だけでなく、arsamatoria 

においてもまさに経験豊富という意。)また、 'HTTa入la(ypla)合同TαEXElTO (OV[ll 

(EX'TOU cμi).年増女はより多くの知識と経験を持ち、 arsamatoriaにも優れてい
る.

8. 'Apviπou sAEτElO供向 OAUKOS' OEv TO TpφEl.神が見ている子羊は狼もこれ

を食べない。(何人も宿命や神に守られている人に危害を加えることはできな

い。)ニュアンスはあるが、。EOU8E入OVTO宮KaiKaLpOU Em Tp白 OVTO宝・(神の助け

があり、時がそれを許せば成功に何の障りゃあらん。)

9. To TTO泌 TOKup u伺σov(KVplEAET]σov) TO s叩lETαlKl O 0EOS (oπαπaS').お祈

りでもあまりしつこく繰り返すと我慢強い神様(神父)でも不快にさせる。 Ta

AOylαTσ， KVplα吋宮川 Taゆosaσαl，Ta AOylαTσ'd正VTEpaS'va <j>osaσαl. (お祭りの

ときの機嫌のいい人の言葉は恐れなくていい、まじめになっているときの言葉

こそ恐れよ。)
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10. 'EKEl iTOU Elσαl ~110UVαKl Edφπo古dμaL6a 'p6ElS'.青春は移ろいゆき老境

がやってくる。 I君が今いるところにかつて私はいた。そして今私がいるここ

に君がやがてやってくる。」また、回8α TOV~入LO 叩ωTÚTEPαáiTÒaEvα.私はお前

より先にお日さまを拝んでいる。君より年長で多くのことを知っている。お椀

数が多いんだ。)"OTαv吋γαt阿古白色打φ'}'up(α.だから先人の経験に学べ。し

かし、・o<!>POVlμoヲdザ TO眠中心1TOV <!>α[VETaL Kl O以前'TaXPOVlα.賢さは頭で
分かる、お椀数じゃないo 'HEUTUX[αμOla(El戸 TOXElμωνlaTlKOがlO.'AvαTEAλEl 

ap'}'a Kαl 8UEl Vωp[S'.幸福は冬の太陽。遅く上って早く沈む。 olEm6uμ[ES' TOU 

E1VaLσav Tl吉凶pES" μlaiTaEl a入入ηEPXETαl.人間の欲には限りなし、ひとつが去

れば次がやってくる、日々のように。

11. rrαπ&ヲ， '}'lαTpOヲKαXωpO中。入αKαヲKα入UTEPανdμ内μπαiνouvaToσπ[Tl. 

a['}'oupαKaTl aσxημo 6aσu凶α[VEl.坊主と医者とお巡りには家に来てほしくない。

礁なことはないんだから。しかし、 XωpO刺入αKEヲνd民iTap，ouv，ταπ品目νd州民

iTapouv. お巡りになら捕まってもいい。牢獄なら戻ってもこられよう、坊さん

につかまったら三度とは。)

12. "AνEiTEGαV Ta oOXTUAioo EμElVαV Ta OaXTUAα.指輪は落としても指は残って

いる。財産なくしても家柄は不変。

13. M[CEμE TOUS' <!>[入OU宝γlαTlTOUS'旬。pOUS'TOU吉区pω.どれが友人か教えて下

さい、だれが敵かは分かつておりますので。意だれが敵かは分かる筈だが、

自分の友人たちの中で、真の友人はいったい誰と誰か?J '0 KOKOヲXPOVO宮

市 pvaEl， O KOKO宮沢[TOV同従ViTEpvaEl.悪い天気(時代)は通り過ぎるが、悪し

き隣人はそのまんま。また、 '00EO古川民中UAO'}'ElaiTO KαKO '}'ElTOVO.敵意を抱

き悪口をいう隣人はわれらに大きな害を及ぼす。神よ、そんな隣人からお守り

下さい。

14. "Av 6EAElヲ vaEXEl凶KpO宮内 Cω内σ vaKav'ヲTO3， TO 5， KOl TO 30.長生きし

たけりゃ、 3日経ったパンを食べ、 5年前に造った酒を飲み、あっちの方は月に

1回にすることさ。"EXETa而8lασou(EGTa， T~V KE<!>α同aouKpUαKαl TO KOPI1[ aou 

品吋pOav 6匂 va'xEl宮古'}'E[α.丈夫でいたけりゃ、頭寒足熱、体軽やか。

15. "0， Tl '}'[VETaL， 8Ev CE'}'[VETaL.覆水盆に返らず。あるがままの現実を視つめ

よ。

16. TUAe<!>ruπo.vσra Ae<!>ra.かねはかねのあるところにあつまる。大金持ちに

はそれを増やす力がある.

17. "A凶阿El宝aToxopo 6a Xop仲El宮・始めたことは好むと好まざるに拘らず完
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遂すべし。踊りの輪に入ったら踊らざるを得ぬ。

18. '0 AOyoヲσOV戸 XOpTαOEKαiTo中ωμiσOV材TO.お言葉だけでもうおなかが

いっぱいになりました。どうぞご自分のパンを召しあがってください。訪問者

にはご馳走よりももてなしが感動させることもある。しかし、ギリシャ版「京

の茶漬けJで、言葉だけの応酬を楽しむ場合に遣う。外交辞令の最たるもの。

昔、アテネにそんな外交官がいた。相手が招待に応じられないときに限って熱

心に食事に誘った。そんな場合にこれを遣えとギリシャ人が云った。

19. Ka8E耐pσKaLKα入入lTEpα，Ka8E併TOヲKαLXElpOTEpα.あとに残してゆくもの

の方が期待しているものよりもよく思われてならぬ。昔はよかった、人も、時

代も、習慣も、物価も、みんな。

20. Ka8αp句 oupαv句 aOTpαπ匂 8針。OsaTαし疾しきところなければ、心は平ら
か、思いわずらうことなし。青天白日、あに、稲妻を恐れんや.

21. To KαKO TO OK入l，8Ev yαsYL('.悪しき犬は吠えぬ。本当に悪い人間は物音を

立てずにやってのける。しかしZ削減 πouyasYL(El， 8長8αyKφVEl.吠える犬は噛

まぬ。言葉で騒ぎ立てる連中は実害を与えない。さらに、日xαμσ同入oKl却何日α

TO AVKO.犬はいたけれど、狼の味方をした。信頼していたのに裏切って敵と組ん

だ味方についていう。とくに不誠実な弁護士の場合などに遣うと最適。

22. '0 AVKO宮&λaCT内VTpLXα， TO XOVl 8Ev T'ふ入a(El.狼は毛色は変えても本性

変えぬ。悪人の根性は変わらない。 Tapaσα8Ev Kavovv TOVπα吋.僧衣が坊主を

作るんじゃない、その人の性格と能力だ。

23. Kα入句ELVαlKl O aylασμOS， a入入aTTapEKαiμlayaTαyla Ta TTOVTlKlα.祝福も結

構だが、鼠を捕まえるには猫をもってくる位の手は打ちたまえ。運命だからな

どとばかり云っていないで、自分でできること位はやってみたまえ。

24.BασlAlKO宮Klavμαpa8El T内μUPOV8laT~V 占XEl.ヴァシリコスは枯れても匂い

を残すように、美人は老いても美貌を留めている。おお姥桜。また、 BασlAlKOヲKl

avμαpa8El，πaVTαμoσXOsO入aEl.歳月を経ても長所は失われぬ。

25. KOVTa OTO sασlAlKOπOTl(ETαl Kl内y入dσTpα.ヴァシリコスの傍にあるだけで

鉢まで水をかけてもらえるのです。価値のない私でもあなた様のお傍にいるお

かげで、このよう'なよい思いをするこができます。これには種々の構文がある。

例えば、fLaXapll TOU sασlAlKOU， TTOTL(ETαl Kl内y入dσTpα.fLaTO sασlAlKO TTOTL(El 

(πOTL(OμE) KaL T内y入dσTpα.

26. Ka8E叩 ayμα OTOVKαlpO TOV Kl KOAlOヲTOVA内OVOTO.すべてのものに旬があ

る、鯖は八月。なにごとも最適の時に、最適の年齢で。 "0λoloi同VESTpφV KpEα宮

内〆“ηd
 



Kl O MapTT]ヲ TpWElKOKKαAa.すべての月は肉を食う、だが3月は骨を食う。 3月

は骨を突き刺すような一番の寒さだ。 "OTαVO 凶vαg従V EXEl TO pO， TδKPασi 

8EAElνEPO， Rのない月は葡萄酒を水で割れ。夏 (6、7‘8月)、葡萄酒は強くない

方がいい。

27. Bovvo戸 sovvo従 σμiγEl， av8pωπ0宮戸 av8pωπoσμlyEl.永い歳月を隔てて

再会する出会いについていう。山と山は相会うことはないが、人と人は出会え

るのです。これにも種々の構文がある。 Bovvo凶戸ouvo8E aμlyEl， μ， av8pωπoヲ

TOνav8pωπo 8aσμlCEl. (前半分だけをいうときもある。)dUO sovva従σμiγOUVε.

μa 8uo av8pωπOl cανασμlyOUVE. 

28. To合ヲ CωVTαVOU宝 (TOV(ωVTαVO) ayaTTαE (ayaπαYE) KαiTaμVT]μ6σUVαdσ・Ta

(aσTα).生きてる者を大事にし、法事は放っとけ。生きてる者を先ず始めに。大

事なのは仕事で、言葉じゃない。

29. ME TO戸入lmaVOVTm ol凶yE宝OXl戸 TOcu8し蝿を捕まえるのは蜜だ‘酢で

はない。万人に対するよき行いは必ずよき効果を生む。また、 "OAE宝 ol而 pTE宮

aVOl yovv aT~v EUyEVElα.優しき人にすべての扉は聞く。

30. 'A而中EIlEπOlOV KOl凶凶lKlαUpLO EPXETαL O aVTpaS'ドOU.今晩だれと寝ょう、

明日になれば亭主が戻ってくるというのに。今すぐしてもらいたい仕事やサー

ヴィスが生じたときなどにいう。男女に関係なく使う。

31. 'Aπ・Ecωdπ，TO xopo，πo入AaTpα.YOU8lαAEVE. 難問の外にいれば、アドヴア

イスでも解決策でも何でもいえる。局外者の無責任。

32. To sa8u TTOTaμl， KpOTO 8主VKavEl.深い川は物音を立てない。 r賢く能力ある

ものは自然に頭角を表す。」また、 ToσlyανOTTOTallL vaやosaσαし沈黙の川こそ

恐れよ、はっきり意見を云わぬ人は危険。更に、 TaμqaAa8aaT]戸VOUIノsousa.大

きな森は沈黙している。賢い人は黙して語らず。大きな能力ある人は容易にそ

れを見せない。

33. "0πOlO宮μas8EA' 8EνTOUV 8EAouμL Kl OTTOLO宮従 μas8Eλ'TOUV 8EAouμl.わだ

すらをほすいと思うしとは、わだすらはほしぐない。わだすらをほすぐないと

思うしとをわだすらはほすいだ。(しばしば若い女性たちは自分たちを愛し、

結婚したがっている男たちを袖にし、逆に自分らを軽蔑し、袖にするほかの男た

ちを追いかける。男たちも同じだが。)

34.官vαsya'l8αpO宮KαiドLaoヲ.態度の太い、粗野な行いの男。また、目vαlsλaK句

戸前pLKE加λαIα.馬鹿が児を被っている。しんにゅう付きの大ばか。行動も決断

も全くおろか。 TIETlETαlaav TTop8内aTT'TOU spaKl.放屈をして時ならぬときに、
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唐突に人の話を中断させ、何でも自分は知っていると，思ってる粗野な男たちに

ついていう。

35. 'E叩 (vaTO souvo Kl ayopa(E OTOV Kaμ廿O.山をほめておいて平地で買う。些

細な役にも立たぬものをほめておいて、価値のあるものをたやすく手にいれよ

うとする連中についていう。これに対しては、 L'Oλ入OU宮沢vvasT'ωyo，OEμ昼間

KaKap((Elヲ.あんたは調子のいいことばかり云って、実際の買い物はほかの庖で

してるじゃないか、私にや鳴き声ばかり聞かせて肝心の卵の方はよそで産み落

としてくれるから儲けにならんよ、まったく。

36.百川XTαEXElωTlaKαi 肉中旬α~áTlα. 夜には耳あり、昼には目あり。お前

が昼することは見られ、お前が夜することは聞かれているのだ。

37. Oi iTO入入oloi凶yElpOlxa入OVV吋 σOUiTa.料理人が多ければスープはだめにな

る。多くの人が口を出し、多くの意見が聞かれれば正しい決定は遅れる。事業

や仕事でボスが多ければ失敗にいたる。

38. TaoむKα ・0むKαKαi吋 OKa<tη-OKa判.いちじくはいちじく、船は船と呼べ。

あるがままを述べ、だれが正しいかを云え。黒白をはっきり。しかし、 Mlα中opa

MνE T' aν9pφπOU Kαl8uo TOV γαl8apou.初めは人間扱いでも、度重なれば、ね。

仏の顔だって・.... 

39. LKOp80 Kαi同 pOKavEl TOV ov9pωπo yEpO.にんにくと水で健康になる. rそ

まつなものを人に勧めるときに最適のことわざと知るべし」 φayαμψωμKl

d入aTl.パンと塩でのめしだった。共に長い間生活した過去の協力はよき思い出

だ。お互い苦労したな、え、おい。また、 IIEplOpECEωヲou8EisAOyo宝.食欲は議

論の対象外。個人の趣味の問題。

40. "EKavE似αTpUiTaσTOVEpO.水に穴を開けた。 r何もしなかった、仕事や行
動に失敗した。 Jまた、 rpa中日 σTOVEpO KαlOiTÉpVEl σ吋入(~VT].水面に文字を書

き、湖面に種を蒔く。空しさ。但し、目vαlTOV Y入UKOVVEpOV.かの女(かれ)は

淡水魚。容易にかもになる。しかし、中αPEUElSσTa90Aa VE pa.濁水の中で漁り

をする。不確か。成功は見えない。

41. '0 ßpEy~ÉVOヲ T向。pOx内 8Èv T向。OsaTαしすでに濡れている者は雨を恐れない。

「貧乏、病気などに苦しみ、不幸な人々がまたほかの不運に見舞われるときいう。

42. "0πOLOヲayaiTaTOμEAl，民中OsaTαlTaμEAloσlα.蜜が好きな者は蜂を恐れな

い。恋愛と享楽を好む者は危険を恐れず、銭と財貨を愛する者は苦労も危険も

顧みない。り0πOlO宝ayα吋 TOTPLαVT付u入入o，ayα吋 KalTO ayKa9L TOU.ばらを愛す

る者はその刺までも。人をその欠点とともに愛すること。
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43. T，φpαπo台直下山内 8a入ασσαylαOUpTl， oEv ExouμE KOUTaλl.やっと今ヨーグル

トができたというのにスプーンがないとは。 r漸く恋愛しうる多くの好機が与
えられるようになったというのに、もはや体がいうことをきかぬ。老人たるこ

とは悲しきかな。 J

44. Ta Alyα入Oylα(aXαP11Kαi Ta Ka8o入OU同入l.寡黙は砂糖、沈黙は蜜。言葉は少

ない方がいい。多いと禄なことはない。口φσaas~áKpEμα， μuα入oû KOVTEμα.言葉

多きは頭の悪さ。また、 Taπo入入aAOylαELVαl <jJTφxlα. 長々としまらない話は結

論が見えず、頭の悪さが見える。

45.'00l中ασμEVOsπiνEl戸aLω吋.のどが渇いている者は黙って飲む。本当に必

要のある者は騒ぎを起こさず与えられたものを失うまいとする。 KOlAlayE凶Tη.

ωTla oEv EXEし腹がくちくなれば、聞く耳は持たぬ。自分の問題がすめば、ほ
かのやつの話などおれが知るもんかのどもと過ぎた今。

46. KaTTOLO宮中oupVO宝yKp印lσE.どこかのかまどが崩れ落ちた。なにか尋常なら

ざること、予想もしなかったことがおきたにちがいない。かまどは通常は崩れ

落ちたりしないがゆえに、かくは云う。長い別離のあとで、珍しい人に再会し

たときにいう。このことわざは、私が最初にギリシャで習ったもの。

47.・oKasoup問。T恥 Tp加αTOU同ya入oヲapxwvElναl.蟹も時分の穴の中ではれ
っきとした支配者。最も地位の低い者でもわが家ではご主人様でござる。

48. f1l<lσTE TOV aσTαKO Kαi KOUpE中ETOμα入入iTOU.蛸を掴え髪を刈ってやれ。取

るに足らぬ人物や事業からは大して得るものはない。また、 '0φαAaKpo宮中ELPE宮

8主VEXEl.禿にしらみはつかぬ。持っていない奴からは何かを取ることはできぬ。

H前αlVEva KOUpEUTELS.あほらし。散髪にでも行ったらどうだ、ばかげたこた云

わないで。f1~pE O， Tlση附VEl内凶yασTO中TEpOTηヲ.蝿が羽で舞い上がらせるほ

どのものを得た。儲けは殆どなかった。 MαKpuaμ品川aKaiAlyηyvφσ11.髪は長い

が、脳みそは僅か。

49.X!ωpis OOAwμα，中旬loEv mavETαl.まき餌をやらなきゃ、魚は取れぬ。事業

家や商人に対していう。顧客の関心を引かなきゃ、商品は売れぬ。

50. "EmασE TO XEAl 加'T~V oupa.鰻をしっぽで掴えた。できぬこと。自分の力

以上のことを企画する人についていう。 MEyaAaKapaslαμqaAES <jJOUpTOUVE宝・責

任の思い住事には多くの心配事。羨むには当たらぬ。また、 "ECωdπ，TO xopo 

πo入AaTpα)'OUOlαAEVE.踊りの場の外でなら歌をいくつも歌う。自分の知らない

}ことは云わない方がいい。

51.8WσKPασi (0φ雪印ασi)νasYEL内d入内8Elα.真実が出てくるように酒を飲ませ
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よ。酒とともに舌がゆるみ、すべてが語られる。外交の妙諦。さればラテン語

でも Invino veritas.という。また、 Kαλ加 lασETOVayα8o，vaτEl TaμuσTlKa TOU.す

ぐに人を信頼する単純な無邪気なやつを手なづけて秘密をはかせる。

52. LE cEνo初判TO同 sa(El宮aAaTl.ひとの家での食べ物に塩を振りかけるな。

他人の問題に介入するな。また、 'A而仰yηTOπou8E 8a ctaS'州民戸入入ElKl av 

kα正l.他人のことに口出しする。たとえ熱すぎる食べ物でも。話題に困る場合に

は、特に意味もない、だれにも無関係の気候の話し(IIEpiaVEllwV Kαi u8aTωV)で

もすればいい。それが社交だ。 "AvKa8waL UT!I 8EuT] uou， KaVElS' 8走。走。η附VEl.

席にじっとしてれば、だれも君を起こしはしない。他人の問題に口出しせず、

自分の力に余ることを企てたりしなければ、被害なし。さわらぬ神に崇りなし。

無関心ぶりを示すものとしては、 IIEpα 伸長XEl.や BpaσEpuふ.等があるが、無関

係さを示す極端なものでは、 :=:EVOヲπOVO吉区神αpμα(YEλoiα，OVElpo)等がある。

53. "OAa Ta 8aXTuAa 8Ev Elvαl l8lα.五本の指もそれぞれ違う。人はそれぞれ違

うもの。しかし、その中でも、 '0spωμlapT]S'， TOV spωμlapT] ayαπa.レベルの低い

やつは、同じような仲間と群れたがるし、 Ka8Evαヲ戸吋VTpEAαTOU，則的TO吉凶

T内VOμ叩長入入αTOU.各人それぞれに癖と性格。

54. To間 τOV'Kl 1I yuvαlKα8Ev 8lα入長yOVTαl.メロンと女は選びがたし。真実が

分かるのは時と行いを通してである。だから、 'Oyaμ0宮正lVαlAaXElo. r結婚なん

て宝くじさ。」期待していたとおりにゆかないのが結婚だ。だからこそ、 T!Iv

yuvalKα 叩ivTTαVTp吋TElTTOTEσOU同吋 KpiVEl宝・結婚前に女を批判するなかれ。

ToD (T恥)ゆOpEσETa KEpαTα.一方が他方を裏切るとき相手に角が生える。 'H

yuvalKαKαi TO a入oyo，8EAouv ocw K岬瓜AOpT].女と馬はふさわしい乗り手を求め

る。女は力強く正しい指導と、ふさわしく能力ある夫を求めるものである。

55.T内yuvalKaToD sασlAla， KpU柏 T内Vspi(ouv.王の夫人の悪口はこっそり云う。

亭主の社会的地位が高く強力であるとき、その夫人に対してはだれもはっきり

分かるような悪口は云わない。

56. 'Avα悶 TEUElS'Ta XφμαTα，8aμπoDvσTaμaTlαUOU.砂を引っかき回すな、目

の中に入るぞ。取るに足らぬ些細なことを引っかき回すな、被害を蒙ることに

なる。障らぬ神に崇りなし。また、 "OTTOlOS'avaKαTEUETαlllE Ta XφμαTα，μTTaiνOUν 

(8aμπOUV) KαiσTa llaTla TOU.ともいう。 M内中aXVElS'va sPEl宮中心入入OUS'σT'axupα. 

藁束の中で蚤を探すな。混み入った問題で余り細かいことをあげつらうな。し

かし、 naψぬλOU同州μα.蚤が跳ねたようなこと。取るにたらぬ理由。些細な原

因。
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57. To tjJapl aπ・TOKE例入lßpω~áEl.魚は頭から腐る。決して庶民のせいじゃない。

政府のせいだ。

58. 'HyAwσσαKOKKaAO 8Ev占XElKαi KOKKα入αTσαKl(EL.舌には骨がないが、骨を

も破壊する。言葉は多くのことをなす。相手を回復しえぬほど傷つけることも。

TaσUKαE1VOlμαAOKa，μaXα入ouvTa 8OVTlα.やわらかいいちじくがときには歯を

壊すこともある。 r入φσσαταπOUTUl，心地 μuαλOKOUKOUTσL.舌先は靴、脳みその

方はくるみの実。ばかなことばかりいう、おしゃべりな人に対していう。

59. '0μOUσ吋iPT]S KαiTo似pl吋VTpiTη 凶pαspωμOUV(spωμaVE).客人と魚は三

日目には悪習を発する。友情から自分を泊めてくれた人たちの重荷になっては

いけない。ひどいのは、 H訂正 σTaμαμiσtαKαlyupσl UTa s吋TlUlα.お産の時に

出かけて洗礼式までい残った、というのもある。

60.rrαrrOUTUl aTTO TOV TOπoσOU Kl 句 E1V'Kαiμπα入o凶VO. r靴は繕いものでも

土地のものがいい。」生涯の伴侶はそれほど美人でなくても地元から選べ。外

国人と結婚しようとする若い連中を翻意させようとするときによく使う。

61. "EXEl TOUμUO入。 T'O入oUTO色町Xpi.やつはのべつ幕なしに享楽(セックス)

したがってる。

62. '0 KOAOyηpO宮ElTTE TO tjJapl <tα吋 KOlTO '<TαyE ÚlpαKoaT~. 修道僧は魚を大

豆だといって四旬節にそれを食べてしまった。」ときには事物を自分にとって

都合のいいように適合させて行動する。牽強付会。ギリシャ版般若湯。

63.百 VUXTαsya(El白iσKOTTOKl内αuy内問TpOπOAiTη 夜は主教、明け方は大

主教を生む。 Jひそかに行われるいかがわしい相談や決心についていう。しか

しこれは恋愛をするのに最適の時間帯をいう、明け方の叩orが最高だと私に説

明した高校教師がいた。まさか、ほんとうかね、それは、と聞いてやったこと

がある。また、 "OUOsoη9aEl内VUXTαKlαuy九8EvsOT]9aEl OUTE内μavαOUTE内

a8EA州.夜と明け方が助けてくれるほどには、母親も姉も助けてはくれぬ。夜も

働き、かつ早起きする者が時間を有効に使えるわけ。制A宮μ'ayαTTaElO ETTlUKO甘O宮

Kl as戸 μlσOUνol8laoL.もっと上の人を知ってるから、下の人に嫌われたって

構わないよ。

64.・o0EOヲUTaψη入asouva piXVEl TO XlOVl.神は高い山に雪を降らせる.選ば
れた者への試練。

65.0urt:σπ(Tl Xωpiヲavrpα，ourt:o avrp昭 σroaTTlrl. 主人がいない家もだめ、

主人がいる家もだめ。」保護する主人がいない家はだめだが、主人が働きにも

出ず、家にごろごろしているようなものもだめ。 "0rro LOヲ Ka9ETOl spωl1aEl Kl 
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6πOLO宮7TEp7TαTaELμoσKOsOAOEL.主人は家にじっとしていてはだめ、うごきまわ

るべし。

66.百vαXE入LOOVLOEV併pVELT~V aVOLCT].ー羽の燕が来ても春が来たとはいえぬ。

また、宙開 TPLανT付u入入oOEV ctEpVEL T内νdνOLCT].ばらが一輪咲いたとて、春が来

たとはいえないよ。一回の成功ですべてを決めるわけにはゆかぬ。絶えざる努

力と苦労が必要。始めの燕の諺は昔オリーブ・オイルを輸入せよと迫るギリシ

ヤ側に使って日本事情を説明したことあり、うたた今昔の感にたえず。

67. MiXVELσLTapL Kαi 7TOUλaEL KpL9apL.小麦を見せて大麦を売る。現実よりもよ

く見える商品を売る、ずる賢い商人についていう。羊頭狗肉。

68. "EσπELPEσLTapL KL付UTPωσEKpL9apし小麦を蒔いたのに芽を出したのは大麦。

まっとうな努力も裏目。不肖の息子。

69. Mv u7TapXEL oEνOpO， Oσo KaAO KL av ELναL，πou va同VEXEL po(ouヲ.どんな銘

木でもふしのない木はない。欠点のない人はいなしミ。また、 Ka9EoEVopo EXEL Kαi 

TOV LσKLO TOU.どんな木にも蔭がある。人にも暗部。

70. LTOU KAE中TηTOσπiTL，KA.EctTES' oEv 7TaTouv.泥棒の家には泥棒も入らない。

仲間の仁義か連帯か、悪人の家は悪人も避ける。テロリストがかくまわれてい

る国にいれば、大使館員も最も安全。それにまた、 '0À.ÚKO宝 UT~ yEL TOVLa TOU， apνi 

oEV ap7Ta(EL.狼は自分の近所では子羊を略奪しない。大多数の人々は自分のいる

ところの近所では行いを慎むもの。しばしば計算と下心から.

71. "OTαv内TUXT]従戸0T]9a，内 γ凶ση oEVaci(EL.幸運の助けがなければ、理性な

ど何の価値もない。成功する人に幸運は不可欠。東郷元帥また然り、ナポレオ

ンも、勝運に強い将軍を選んで元帥府に列している。また、 Ka入入LOolKα入Opi(LKOL，

ταpa ol aVTpELwll白川.勇者よりも運勢強き者がよい。勇気よりも幸運が望まし

い。臆病でも幸運な者の方がよろし。

72. M長TOVさpωTαπEpvaO KαLpOS' Kαi I氏 TOVKαLpO O Epωヲ.恋とともに時は過ぎ、

時とともに恋も過ぎて行く。恋は永遠ならず。また、 '0EpωTαヲELVαLσdνTO

ctpEσKO TO αuyo， o yallo宮uavTO Kα入OspασIlEVOKαi TO OLα(UyLOσav TO U7TασI1EVO. 

恋は新鮮な卵なり、結婚はよく茄でられた卵にして、離婚は壊れた卵なり。イ

メージだけのようなことわざ。

73. Ol OμOPctES' yup正心OVTαLKL ol al;L正吉7TaLVEUOVTαしきれいな女はもてるが、最

良の言葉が鳴かれるのは、頭のいい婦人に対してだ。しかし、To記加vo7ToUA.i， a7T' 

T内凶TηmaVETαしこさやかしい鳥はくちばしからつかまる。手IJ口ぷる女も同じ。

Ta Ecooa TOU yal10U角川判 oEVTa sya(Eし結婚費用の元もとれないな、あの嫁

-38 



さんでは。仕事で期待していたほど儲けがあがらなかったとき、また、かけた

費用や苦労までカヴァーされなかったときなどにいう。元は、嫁さんがすこぶ

る不美人であったとき皮肉に云ったもの。しかし、 'H叩φTT]OOUAO， ~ OEUTE川

町 paKl Tp[ TT] aTa Xpuσa.三種の女性の中で、男が結婚相手として望む順位をい

ったものであるが、どうも私にはわが友ギリシャ人たちが本音を逆から述べた

ように思えてならぬ。金持ちよりもお手伝いが一番とはどんなこっちゃ。 K品ALO

<IaXT]問。TI]μOp納叩pa<Iσxη問。TOμuαAo.ブスであっても、頭のいい女の方が

いい。

74. To EKαναV avαTOAlKO付Tημα. r東方問題にしてしまった。」取るにたらぬ
問題を大きくし厄介な事態としてしまったときなどにいう。ここにはギリシヤ

の近世・近・現代史が凝縮されている。 "EKαVET内VTp[XαTplXla.必要以上に事態

を重大化した。IlαpaTO肘αλES'aπ'TδVlσ付.情け容赦もなくやり過ぎたよ。

75. "OTαν q，EUy正lO EX8p句，品oly[VOVTaL yEvvOLOし敵が去れば、全員勇者。危

険が遠ざかれば、皆が勇者となる。少しくカヴァフィス的と君は思わないか。

76. ol Kα入oi入oyαplασμoiKavouv TOUS' Kα入OUS'q，[入OUヲ.いい勘定はいい友人をつ

くる。よき理解が相互間で相互の信頼を得る。昔、一ツ橋大学の中山学長は世

界で割り勘の嫌いな民族は日本人とギリシャ人だと云ったことがあるが、その

世界も変わった。今はギリシャ人も「ヨーロッパJ人である。

77. nαTpO同VEKAEyEl宮中i入.0aou，心地 TOνKaAUTEpO.医者は友人を選ばず、最

良の医師を選べ。最良の医師はいつだって役に立つ。私にも人柄はいいが、技

術は大いに余地を残す友人の歯科医がいたが、そこには行かなかった。

78. Tou ~TT~Kαv 刺入入Ol (JT' olJTla. 蚤が耳に入った。 J疑惑。夫婦問などの。

To伽中ly[VETαl l¥;ELpα.ひそひそ話から次第に悪化してゆく。

79. M内VTTOTOS' TOや[OlσTI]Voupa.蛇のしっぽを踏むな。敵の弱点を痛めつける

な、取り返しのつかぬほど傷つけられるおそれがあるぞ。また、口OTEσOU同v

CUTTVOS' ALOVTapl TTO古KOlμOTαl.襲ってくる恐れのない強者を刺激して厄介な事態

を作り出すことなかれ。さわらぬ神にたたりなし。

80. .印α入αVTO AUKOνa q，uAaEl Ta廿posαTα.羊の群れの番に狼を置いた。不適材

不適所。

81 • IlETaEl O ya:L8αpOヲ;IlETaEl. rろばは飛ぶか?J r飛びますとも。」反対す

ることができず、何でも認めざるを得ない場合にいう。

82. Xpuσω凶VOS'ya:(OαpOS'，吋VTαya:(8αpO宝EIVaL.金箔を塗られたろばも、やは

りろばだ。休狼にして冠す。見てくれがすべてではない。問題は役割と性格。
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83. "Evα宝 παTEpαヲ 6φ8EKαπαl8laμiTOpElνaTa <jJ入.aCEl，8φ8EKαπαl8la Eναv 

ταTEpα8EvμπopoDv va TOVゆAOcouv.父親はひとりで 12人の子供を守ことがで

きるが、 12人の子供たちはたったひとりの父親を守ることができない。しばし

ば子供たちは両親に対する義務を忘れている。父は永遠に悲壮である、と云わ

ずして何ぞや。

84. 'A同日Elαxωpl宮中tμαTα，<jJαyl(<jJciL) XωplS a入aTl.嘘のない真実は塩気のない食

べものに同じ。若干の嘘の入らない真実は旨味がない。嘘はわれわれの言葉を

美しくする。 K仲間σα併μαTαEIV'a入.aTlT恥弘前日向.ともいう。だからこそ、

百παTlIVa入柄引ασTO<jJ[入oμOVKl EylVE EX8posμOV.友人にほんとのことを云っ

たら、敵になった。ということもある。他人に真実を述べると、必ず、と云って

いいほど迷惑がられる。真実とは苦いもの。 Ka8EáÀ~8ElαËXEl iTlKpa.また、 Elvαl

iTlKp内角 d入前日Elα.

85.K胡ETp[Xα 戸 TOVlaKlo TT]S.毛髪一本にも影がある。最も地位の低い、取

るにたらぬ人物にも、それなりの地位があり、社会の中に価値を持っている。

また、同じ意味で、 KαlTOμvpμ合yKlEXEl TO sapos TOV.蟻にも重さ。どんなに

取るにたらぬ人物であっても、それなりの心配はあるのだ。どんなに地位の低

い人物であっても人格はあるのだ。一寸の虫にも五分の魂.

86. rrα入lOylαTpO Kαly句oKαiTETavLO va YVPEUEl S .老人の医師、老人の船長をこ

そ探せ。 経験は最大の長所なり。 だから、 'AπO8lKT]yOPO VE叩O，KAT]pOνoμiα 

XO凶川， Kl aiTO VEαpO ylαTpO，T帥OlyEμLσμむ0し若い弁護士では遺産相続は失

敗し、若い医者では墓場をいっぱいにするだけ。しかし、 HαλlOヲ8lKT]yOPOヲKαi

kαlVOUpylOヲylαTp付.老弁護士には経験、若い医師には新しい医学の成果、とい

う立場もある。

87. ~αTà 中山内問l O yáX8αpO宮.丁度話題のろばが来た。また、 ~T向。ωv内 Kαl TO 

甘ovAL噂をすれば影。ほら、その、当の烏もきたぜ。

88. '0 EpωTOS.O附xαヲKα1O iTopaS 8Ev KP坤OVTαl.恋愛と咳と銭は隠しがたし。

特定の物や状況は隠せない。

89. 'AπO Evα iTposαTO， 8uo 8EpμαTα8Ev syo[vouv.一頭の羊からは二頭分の皮は

とれぬ。ひとつの仕事から同時にふたつの成功は無理。

90. XEpl iTOU 8EvμπOPEl宮va8αy附σElS，<jJlAa TO.噛みついてやることができな

い手なら、いっそキスしてしまえ。面従腹背。したたかな生き方である。トル

コに長い間支阻されたギリシャ人は流石にしたたか。昔、因業な上役の下で苦

労していた私にギリシャ人がそっとこの言葉を教えた。尤もわたしゃそんなこ
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とはしなかったけれど。

91. Ta AEωTTI宮市9Epa宝ylava T' aKOUEl内 VU<tη.嫁さんの耳に入るように姑にい

う。間接話法。

92. T仰向TEμE，Kl aヲK入αiω わたしを引っばってよ、わたしゃ泣きたいんだか

ら。」何かをほしくてしかたがないくせに、ほしくないようなふりをし、最後

になって易々とそれをせしめようとする手合いに対していう.本当は下手くそ

な歌を歌いたいくせに、尻込みしてみせ、なんどもせがまれた形にしてから応

じるというような連中に対して遣うと最適。

93. "0πOLO宮8lψaEl， πηya8lαsAEπEl.のどが渇いた者には井戸が見える。現実に

必要とする者は、考え、成功する機会を見つけだす。 .0πElVασ戸VOヲKOpsEA阻

むElPEUETαl.腹へった奴は丸くてでっかいパンを思いうかべる。また、内

記uπva8α苛TJyELmoπo入む dπOT内8uvαμη 力よりも知だ。

94. rr匂 μou戸 πOlOVKavEl s-iTOpEα，va aouτφπOlOS-ELσαl.つきあっている仲間

の名を云い給え。君がどんな人物か云い当ててみせる。かつてギリシャ外務省

の査察官で、友人だった男が、自分が査察する公館で尋ねる事項はただひとつ、

これだけだ、と私に語ったことがある。うらやましくも垢抜けた遣り方ではあ

る。

95. M内p[XVEl宮前TpασTOiTTJya8lπoむ侃 8poσlσE.渇を癒してくれた井戸に石を

投げ込むことなかれ。汝を助けてくれた人々に対して忘恩の徒となるなかれ。

96. To 邸入osYTIKE aザ TOVrrαpa8ElσO.棒で打ち据えることも天国よりきたもの

だ。人間の行動を正すために、時には、俸で打ち据えることも必要。最も有名

なことわざのひとつ。

97. rr計αCETOπouAl.鳥は飛び去った.好機は失われた。事業や仕事での好機

は逃げた。 XαlpETαμOS-TOνπAaTανO.も同じ。好機は失われた。

98.・oayaS-8Epl引印かα，Kl Eyφ8Epvω 白石川.ボスがおれを殴るから、今度は
おれがお前を殴る。自分よりも強い立場の者からの避難は我慢したが、今度は

自分よりもっと弱い立場の者に対してそれをぶちまけて、厳しく当たりちらす

悪しき性格をもっ不時な連中に対して遣う。例えば、上役の娘を貰ったばかり

に家で頭が上がらず、欲求不満を職場で部下に転嫁して当たりちらす課長あた

りに遣うと最適。 'AVTlyla TO yo凶plsαpaEl TOσGμapl.ともいう。

99. Bp~KE iTpOlKU s両氏 KUlTpUiTU.この諺には訳はっけないが、想像を逗しくし

なくても、一読即解、意味は明解であろう。年齢が大きくなってから、しかし

多額の持参金を持つ女と結婚し、生活を整える人々についていう。この句は夜
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のタヴェルナなどで、面白おかしく聞かされたものである。庶民の生活はそれ

ほど苦しかったわけである。同じ下宿で司法試験の勉強をしていた友人の警部

は、 50万ドラクマほどの持参金付きなら、相手の年齢や前歴は一切問わないと

云って私を驚かした。この慣習も徐々に消えてゆくと思われるが、プリカ問題

は50年代末から 60年代始めの頃、フリデリキ女王が孤児の娘たちのプリカ用

に映画の入場料などに何パーセントかを強制的に加算して一種の税金のごとく

徴収し、女王基金に振り込ませ、国民に不評だった。政治問題化したのは、長

女のソフィア王女がバルセロナ伯の子ドンファン・カルロス(現スペイン国王)

と結婚の際、ギリシャ政府に出させた 30万ドルという持参金問題がやがて王政

に対する拒否の遠因のひとつともなっていった。

1 00. ~TEp川 μ01) yvφση vaσ， ELXα 叩 φTα.最後につかんだ理性、それが始めに

あったら、どんなによかったろう。頭のいい人は仕事の始めから、その中に入

ってゆく。 Toû 乱)~LOÐ 内 yvφσησTEpvà EPXETαしギリシャ人の理性は最後になっ

てやってくる。ギリシャ人は理性的になるのが、ただ遅過ぎる。遅過ぎるのが

タマにキズ。
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